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	体操着を忘れた女の子がパンイチで授業を受けさせられる話 
	 
	某高校の2年B組の生徒たちは、次に始まる4時間目の体育の授業に備えていた。岸本乃愛は教室の後ろの席で読書に耽っていた。長い黒髪が肩に垂れ、内向的で恥ずかしがり屋な彼女は、読書が心の拠り所だった。クラスの喧騒に溶け込むより、本の世界で静かに過ごすのが好きだったが、この日はそんな平穏が崩れる予感がしていた。朝、母親に「早くしなさい！」と急かされ、慌てて家を出たせいで体操着を忘れてしまったのだ。鞄を開けると、本と筆記用具しかなく、白いシャツと赤い短パンの袋が自室の机の上に置き去りになっている姿が脳裏に浮かぶ。思わず「どうしよう…」と呟いた。 

